
JP 4102533 B2 2008.6.18

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の単位情報により構成されるオーディオ情報を記憶する記憶手段と、
　各前記単位情報に対応する対応情報を外部に送出する送出手段と、
　各前記単位情報の再生態様を制御するための再生制御情報であって、前記送出された対
応情報に基づいて生成された再生制御情報を外部から取得する取得手段と、
　前記取得された再生制御情報に基づいて各前記単位情報の再生態様を制御しつつ前記記
憶手段から当該単位情報を再生する制御手段と、
　を備え、
　各前記単位情報は前記オーディオ情報を構成する曲であり、
　前記対応情報は各前記曲の一部である部分曲情報を含み、
　前記部分曲情報に基づいて前記再生制御情報が各前記曲の再生順序を示す情報を含むよ
うに生成されることを特徴とするオーディオ情報再生装置。
【請求項２】
　請求項１に記載のオーディオ情報再生装置において、
　前記対応情報は、各前記曲を示す曲名情報を含むことを特徴とするオーディオ情報再生
装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載のオーディオ情報再生装置において、
　前記制御手段は前記再生順序に従った順序で各前記単位情報の再生を制御することを特
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徴とするオーディオ情報再生装置。
【請求項４】
　請求項１から３のいずれか一項に記載のオーディオ情報再生装置において、
　前記取得された再生制御情報に基づいて各前記単位情報の名称を表示する表示手段を更
に備えることを特徴とするオーディオ情報再生装置。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれか一項に記載のオーディオ情報再生装置において、
　前記対応情報は電気通信回線に送出されると共に、
　前記再生制御情報は前記電気通信回線を介して取得されることを特徴とするオーディオ
情報再生装置。
【請求項６】
　請求項１から４のいずれか一項に記載のオーディオ情報再生装置において、
　前記対応情報は情報記録媒体に記録されて送出されると共に、
　前記再生制御情報は前記情報記録媒体を介して取得されることを特徴とするオーディオ
情報再生装置。
【請求項７】
　請求項１から６のいずれか一項に記載のオーディオ情報再生装置を備えることを特徴と
する移動体。
【請求項８】
　請求項７に記載の移動体において、
　当該移動体が車両であることを特徴とする移動体。
【請求項９】
　複数の単位情報により構成されるオーディオ情報を記憶する記憶手段と、
　各前記単位情報に対応する対応情報を伝送手段に送出する送出手段と、
　各前記単位情報の再生態様を制御するための再生制御情報であって、前記送出された対
応情報に基づいて生成された再生制御情報を前記伝送手段から取得する取得手段と、
　前記取得された再生制御情報に基づいて各前記単位情報の再生態様を制御しつつ前記記
憶手段から当該単位情報を再生する制御手段と、
　を備えるオーディオ情報再生装置と、
　前記送出された対応情報を生成装置に伝送すると共に前記取得されるべき再生制御情報
を前記オーディオ情報再生装置に伝送する前記伝送手段と、
　前記伝送されてきた対応情報に基づいて前記再生制御情報を生成し前記伝送手段に送出
する前記生成装置であって、前記オーディオ情報再生装置とは別個に構成された前記生成
装置と、
　により構成され、
　各前記単位情報は前記オーディオ情報を構成する曲であり、
　前記対応情報は各前記曲の一部である部分曲情報を含み、
　前記部分曲情報に基づいて前記再生制御情報が各前記曲の再生順序を示す情報を含むよ
うに生成されることを特徴とするオーディオ情報再生制御システム。
【請求項１０】
　請求項９に記載のオーディオ情報再生制御システムにおいて、
　　前記対応情報は、各前記曲を示す曲名情報を含むことを特徴とするオーディオ情報再
生制御システム。
【請求項１１】
　請求項９又は１０に記載のオーディオ情報再生制御システムにおいて、
　前記制御手段は前記再生順序に従った順序で各前記単位情報の再生を制御することを特
徴とするオーディオ情報再生制御システム。
【請求項１２】
　請求項９から１１のいずれか一項に記載のオーディオ情報再生制御システムにおいて、
　前記オーディオ情報再生装置が、前記再生制御情報に基づいて各前記単位情報の名称を
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表示する表示手段を更に備えることを特徴とするオーディオ情報再生制御システム。
【請求項１３】
　請求項９から１２のいずれか一項に記載のオーディオ情報再生制御システムにおいて、
　前記伝送手段は電気通信回線であることを特徴とするオーディオ情報再生制御システム
。
【請求項１４】
　請求項９から１２のいずれか一項に記載のオーディオ情報再生制御システムにおいて、
　前記伝送手段は情報記録媒体であることを特徴とするオーディオ情報再生制御システム
。
【請求項１５】
　請求項９から１４のいずれか一項に記載のオーディオ情報再生制御システムにおいて、
　前記オーディオ情報再生装置は移動体に搭載されており、前記生成装置はパーソナルコ
ンピュータであることを特徴とするオーディオ情報再生制御システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、オーディオ情報再生装置及び当該オーディオ情報再生装置を搭載した移動体並
びに当該移動体を含むオーディオ情報再生制御システムの技術分野に属し、より詳細には
、移動体内に記録されているオーディオ情報の再生態様を変更しつつ当該オーディオ情報
を再生することが可能なオーディオ情報再生装置及び当該オーディオ情報再生装置を搭載
した移動体並びに当該移動体を含むオーディオ情報再生制御システムの技術分野に属する
。
【０００２】
【従来の技術】
近年、携帯に便利な記録可能情報記録媒体としていわゆるＭＤ（Mini　Disc）が一般化し
つつあり、更に当該ＭＤに複数の曲を録音して持ち歩き可能な携帯型プレーヤや車両内で
再生することも一般化しつつある。
【０００３】
更に、当該複数の曲を車載のいわゆるハードディスクに記録し、これを当該車両内で再生
することも研究されているところである。
【０００４】
ここで、当該ＭＤ又は当該ハードディスク（以下、ＭＤ等と称する。）の双方の場合にお
いては、再生すべき複数の曲を一度記録させた後に当該各曲の再生順序等を編集すること
が可能となっている。
【０００５】
このとき、当該ＭＤ等において上記した編集処理を行う場合には、夫々に記録されている
曲のＭＤ等上の記録位置自体を変更するのではなく、当該曲の再生順序等を示す再生制御
情報（当該ＭＤ等に再生対象の複数の曲と共に記録されているものであり、例えばＭＤの
場合にはＵＴＯＣ（User　Table　Of　Contents）情報と称されるものである。）を変更
して記録し直すことにより、当該記録し直された再生制御情報に基づいて再生制御するこ
とで結果として曲の再生順序等を編集したこととなるものである。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上述した編集処理を、当該ＭＤ等を再生するプレーヤが備えられている車
両内で行う場合を考えると、当該車両内においてはその車室内の狭さに起因して当該編集
作業に必要なディスプレイ又はスイッチ類等が小型のものを少数しか使用できないことか
ら、必要十分な編集作業を行うためには、一つのスイッチ類を二つ以上の編集処理で兼用
する等の複雑な装置構成を有する編集装置が車両内に必要となってしまうという問題点が
あった。
【０００７】
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このとき当該問題点は上記携帯型プレーヤにおいても同様に生じ得るものであり、更に当
該問題点は、当該車両内等においては使用者の意図した編集作業が十分にできない場合が
あるという問題点に繋がるものである。
【０００８】
更に、上記した小型のディスプレイ等を用いて所望の編集作業を行うためには当該編集装
置自体が高価化する場合があるという問題点もあった。
【０００９】
一方、上記車両内に複数の曲を記録したハードディスクが備えられている場合において、
当該ハードディスクに記録されている曲数が数１０曲以上になったときには、当該車両内
における編集作業において編集したい曲を当該ハードディスク内から探し出すだけでも多
くの手間が必要となるという問題点があった。
【００１０】
そこで、本発明は、上記の各問題点に鑑みて為されたもので、その課題は、車載用等のオ
ーディオ情報再生装置を複雑化することなく、安価な構成でオーディオ情報の再生態様を
制御することが可能なオーディオ情報再生装置及び当該オーディオ情報再生装置を搭載し
た移動体並びに当該移動体を含んで上述したような編集作業を簡易に行うことができるオ
ーディオ情報再生制御システムを提供することにある。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
　上記の課題を解決するために、請求項１に記載の発明は、複数の曲等の単位情報により
構成される音楽情報等のオーディオ情報を記憶するハードディスク等の記憶手段と、各前
記単位情報に対応する曲リスト情報等の対応情報を外部に送出する携帯電話等の送出手段
と、各前記単位情報の再生態様を制御するための再生制御情報であって、前記送出された
対応情報に基づいて生成された再生制御情報を外部から取得する携帯電話等の取得手段と
、前記取得された再生制御情報に基づいて各前記単位情報の再生態様を制御しつつ前記記
憶手段から当該単位情報を再生するＣＰＵ等の制御手段と、を備え、各前記単位情報は前
記オーディオ情報を構成する曲であり、前記対応情報は各前記曲の一部である部分曲情報
を含み、前記部分曲情報に基づいて前記再生制御情報が各前記曲の再生順序を示す情報を
含むように生成される。
【００１２】
　よって、外部で生成された再生制御情報に基づいて単位情報の再生態様を制御するので
、オーディオ情報再生装置内で当該再生制御情報を生成する必要がなく、簡易にオーディ
オ情報再生装置における単位情報の再生態様を制御することができる。更に、各単位情報
がオーディオ情報を構成する曲であると共に、対応情報が各曲の一部である部分曲情報を
含むので、部分曲情報に基づいて生成された再生制御情報に基づいて正確に単位情報の再
生態様を制御することができ、また再生制御情報により示される再生順序に従って単位情
報を再生するので、簡易に単位情報を再生することができる。
【００１３】
　上記の課題を解決するために、請求項２に記載の発明は、請求項１に記載のオーディオ
情報再生装置において、前記対応情報は、各前記曲を示す曲名情報を含むように構成され
る。
【００１４】
　よって、曲名情報に基づいて生成された再生制御情報に基づいて正確に単位情報の再生
態様を制御することができる。
【００１５】
　上記の課題を解決するために、請求項３に記載の発明は、請求項１又は２に記載のオー
ディオ情報再生装置において、前記制御手段は前記再生順序に従った順序で各前記単位情
報の再生を制御するように構成される。
【００１６】
よって、再生制御情報により示される再生順序に従って単位情報を再生するので、簡易に
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再生順序を制御しつつ単位情報を再生することができる。
【００１７】
上記の課題を解決するために、請求項４に記載の発明は、請求項１から３のいずれか一項
に記載のオーディオ情報再生装置において、前記取得された再生制御情報に基づいて各前
記単位情報の名称を表示する表示ユニット等の表示手段を更に備える。
【００１８】
よって、単位情報の名称を表示しつつ再生制御情報に基づいて当該単位情報を再生するの
で、再生されている単位情報の名称を使用者に認識させつつ当該単位情報を再生すること
ができる。
【００１９】
上記の課題を解決するために、請求項５に記載の発明は、請求項１から４のいずれか一項
に記載のオーディオ情報再生装置において、前記対応情報は電気通信回線に送出されると
共に、前記再生制御情報は前記電気通信回線を介して取得されるように構成される。
【００２０】
よって、迅速に対応情報及び再生制御情報の授受を行うことができる。
【００２１】
上記の課題を解決するために、請求項６に記載の発明は、請求項１から４のいずれか一に
記載のオーディオ情報再生装置において、前記対応情報はフレキシブルディスク等の情報
記録媒体に記録されて送出されると共に、前記再生制御情報は前記情報記録媒体を介して
取得されるように構成される。
【００２２】
よって、正確且つ確実に対応情報及び再生制御情報の授受を行うことができる。
【００２３】
上記の課題を解決するために、請求項７に記載の発明は、請求項１から６のいずれか一項
に記載のオーディオ情報再生装置を備える。
【００２４】
よって、外部で生成された再生制御情報に基づいて単位情報の再生態様を制御するので、
移動体内で当該再生制御情報を生成する必要がなく、簡易にオーディオ情報再生装置にお
ける単位情報の再生態様を制御することができる。
【００２５】
上記の課題を解決するために、請求項８に記載の発明は、請求項７に記載の移動体におい
て、当該移動体が車両であるように構成される。
【００２６】
よって、狭い車両内で再生制御情報を生成する必要がなく、簡易に再生態様を制御しつつ
単位情報を当該車両内で再生することができる。
【００２７】
　上記の課題を解決するために、請求項９に記載の発明は、複数の曲等の単位情報により
構成される音楽情報等のオーディオ情報を記憶するハードディスク等の記憶手段と、各前
記単位情報に対応する曲リスト情報等の対応情報を伝送手段に送出する携帯電話等の送出
手段と、各前記単位情報の再生態様を制御するための再生制御情報であって、前記送出さ
れた対応情報に基づいて生成された再生制御情報を前記伝送手段から取得する携帯電話等
の取得手段と、前記取得された再生制御情報に基づいて各前記単位情報の再生態様を制御
しつつ前記記憶手段から当該単位情報を再生するＣＰＵ等の制御手段と、を備えるオーデ
ィオ情報再生装置と、前記送出された対応情報を生成装置に伝送すると共に前記取得され
るべき再生制御情報を前記オーディオ情報再生装置に伝送する公衆回線等の前記伝送手段
と、前記伝送されてきた対応情報に基づいて前記再生制御情報を生成し前記伝送手段に送
出する前記生成装置であって、前記オーディオ情報再生装置とは別個に構成されたパソコ
ン等の前記生成装置と、により構成され、各前記単位情報は前記オーディオ情報を構成す
る曲であり、前記対応情報は各前記曲の一部である部分曲情報を含み、前記部分曲情報に
基づいて前記再生制御情報が各前記曲の再生順序を示す情報を含むように生成される。
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【００２８】
　よって、別個に構成されている生成装置で生成された再生制御情報に基づいてオーディ
オ情報再生装置において単位情報の再生態様を制御するので、当該オーディオ情報再生装
置において当該再生制御情報を生成する必要がなく、簡易にオーディオ情報再生装置にお
ける単位情報の再生態様を制御することができる。更に、各単位情報がオーディオ情報を
構成する曲であると共に、対応情報が各曲の一部である部分曲情報を含むので、部分曲情
報に基づいて生成された再生制御情報に基づいて正確に単位情報の再生態様を制御するこ
とができ、また再生制御情報により示される再生順序に従って単位情報を再生するので、
簡易に単位情報を再生することができる。
【００２９】
　上記の課題を解決するために、請求項１０に記載の発明は、請求項９に記載のオーディ
オ情報再生制御システムにおいて、前記対応情報は、各前記曲を示す曲名情報を含むよう
に構成される。
【００３０】
　よって、曲名情報に基づいて生成装置により生成された再生制御情報に基づいてオーデ
ィオ情報再生装置において正確に単位情報の再生態様を制御することができる。
【００３１】
　上記の課題を解決するために、請求項１１に記載の発明は、請求項９又は１０に記載の
オーディオ情報再生制御システムにおいて、前記制御手段は前記再生順序に従った順序で
各前記単位情報の再生を制御するように構成される。
【００３２】
よって、生成装置において生成された再生制御情報により示される再生順序に従ってオー
ディオ情報再生装置において単位情報を再生するので、簡易に再生順序を制御しつつ当該
オーディオ情報再生装置において単位情報を再生することができる。
【００３３】
上記の課題を解決するために、請求項１２に記載の発明は、請求項９から１１のいずれか
一項に記載のオーディオ情報再生制御システムにおいて、前記オーディオ情報再生装置が
、前記再生制御情報に基づいて各前記単位情報の名称を表示する表示ユニット等の表示手
段を更に備える。
【００３４】
よって、オーディオ情報再生装置において単位情報の名称を表示しつつ再生制御情報に基
づいて当該単位情報を再生するので、再生されている単位情報の名称をオーディオ情報再
生装置の使用者に認識させつつ当該単位情報を再生することができる。
【００３５】
上記の課題を解決するために、請求項１３に記載の発明は、請求項９から１２のいずれか
一項に記載のオーディオ情報再生制御システムにおいて、前記伝送手段は電気通信回線で
あるように構成される。
【００３６】
よって、オーディオ情報再生装置と生成装置間で迅速に対応情報及び再生制御情報の授受
を行うことができる。
【００３７】
上記の課題を解決するために、請求項１４に記載の発明は、請求項９から１２のいずれか
一項に記載のオーディオ情報再生制御システムにおいて、前記伝送手段はフレキシブルデ
ィスク等の情報記録媒体であるように構成される。
【００３８】
よって、オーディオ情報再生装置と生成装置間で正確且つ確実に対応情報及び再生制御情
報の授受を行うことができる。
【００３９】
上記の課題を解決するために、請求項１５に記載の発明は、請求項９から１４のいずれか
一項に記載のオーディオ情報再生制御システムにおいて、前記オーディオ情報再生装置は
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移動体に搭載されており、前記生成装置はパーソナルコンピュータであるように構成され
る。
【００４０】
よって、狭い移動体内で再生制御情報を生成する必要がなく、簡易に再生態様を制御しつ
つ単位情報を当該移動体内で再生することができる。
【００４１】
【発明の実施の形態】
次に、本発明に好適な実施の形態について、図面に基づいて説明する。
【００４２】
なお、以下に説明する実施の形態は、車両に搭載され、地図等を表示しつつ当該車両の移
動を補助するナビゲーション機能を有すると共に、当該車両内においてＣＤ（Compact　D
isc）又は後述するＤＶＤオーディオディスクに記録されている音楽情報の再生と並行し
て後述するＨＤ（Hard　Disc）ドライブ内のハードディスクへの当該音楽情報の複写記録
を行うことも可能である情報記録再生装置と、当該車両内の情報記録再生装置との間で後
述する再生制御情報及び曲リスト情報の授受が可能なパーソナルコンピュータ（以下、単
にパソコンと称する。）と、を含み、当該パソコンにおいて生成された再生制御情報によ
り車両内の情報記録再生装置における音楽情報の再生態様を制御する音楽情報再生制御シ
ステムに対して本発明を適用した場合の実施の形態である。
（Ｉ）実施形態
初めに、本発明に係る実施形態について、図１乃至図４を用いて説明する。
【００４３】
なお、図１は実施形態に係る音楽情報再生制御システムの概要構成を示すブロック図であ
り、図２は当該音楽情報再生制御システムに含まれる上記車両内の情報記録再生装置の概
要構成を示すブロック図であり、図３は当該音楽情報再生制御システムに含まれる上記パ
ソコンの概要構成を示すブロック図であり、図４は当該音楽情報再生制御システム内にお
いて授受される後述する再生制御情報及び曲リスト情報の例を夫々示す図である。
【００４４】
図１に示すように、実施形態に係る音楽情報再生制御システムＳは、家屋Ｈ内に固定設置
されている生成装置としてのパソコンＰＣと、移動体としての車両Ｃ内に設置されている
情報記録再生装置ＮＳと、パソコンＰＣと情報記録再生装置ＮＳとに間で後述する再生制
御情報及び対応情報としての曲リスト情報を授受するための伝送手段としての電気通信回
線を構成する送出手段及び取得手段としての携帯電話ＨＯ及びアンテナＡＴを備えた基地
局Ｂ並びに有線回線である公衆回線Ｌと、により構成されている。
【００４５】
次に、実施形態に係る上記車両内の情報記録再生装置ＮＳの構成及び動作について、図２
を用いて説明する。
【００４６】
図２に示すように、実施形態に係る情報記録再生装置ＮＳは、自車の方向変換時の角速度
を検出し、角速度データ及び相対方位データを出力する角速度センサ１と、車輪の回転に
伴って出力されるパルス信号におけるパルス数をカウントすることにより車輪一回転当た
りのパルス数を算出し、当該一回転当たりのパルス数に基づく走行距離データを出力する
走行距離センサ２と、ＧＰＳ（Global　Positioning　System）衛星からの電波を受信し
てＧＰＳ測位データを出力すると共に、自車の進行方向の絶対方位データを出力するＧＰ
Ｓレシーバ３と、自車位置の検出、ナビゲーション機能の制御及び情報記録再生装置ＮＳ
全体の制御を行うシステムコントローラ４と、各種データを入力するためのリモコン装置
等の入力装置１０と、により構成されている。
【００４７】
これに加えて、情報記録再生装置ＮＳは、当該情報記録再生装置ＮＳにナビゲーション機
能を発揮させるとき、当該ナビゲーション機能発揮のための地図情報又は道路情報等が記
録されている図示しないＤＶＤ－ＲＯＭ（DVD-Read　Only　Memory）ディスクから記録情
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報を読み出してバスライン９に出力するＤＶＤ－ＲＯＭドライブ１１と、ＭＤから音楽情
報等の記録情報を読み出してバスライン９に出力するＭＤドライブ１２と、図示しないフ
レキシブルディスク又はメモリカード等の書き込み可能な情報記録媒体に対して記録又は
再生を行うカードドライブ１３と、システムコントローラ４の制御の下で各種表示データ
を表示する表示手段としての表示ユニット１４と、システムコントローラ４の制御の下で
各種音楽データを再生し、出力する音響再生ユニット１９と、記憶手段としてのハードデ
ィスクＨＤを含むＨＤドライブ２４と、上記携帯電話ＨＯとの間におけるインターフェー
ス動作を行うインターフェース２５と、を備えている。
【００４８】
また、システムコントローラ４は、ＧＰＳレシーバ３等の外部センサとのインターフェー
ス動作を行うインターフェース５と、システムコントローラ４全体を制御する制御手段と
してのＣＰＵ６と、システムコントローラ４を制御する基本制御プログラム等が格納され
たＲＯＭ７と、図示しない不揮発性メモリ等を有し、入力装置１０を介して使用者により
予め設定されたシステム設定情報等を読み出し可能に格納するＲＡＭ（Random　Access　
Memory）８と、特にＧＰＳレシーバにおいて受信されたＧＰＳ衛星からの時刻データに基
づいて現在時刻等を計時するクロック発生器２７と、を備えており、入力装置１０、ＤＶ
Ｄ－ＲＯＭドライブ１１、ＭＤドライブ１２、カードドライブ１３、表示ユニット１４及
び音響再生ユニット１９とは、バスライン９を介して接続されている。
【００４９】
更に、表示ユニット１４は、バスライン９を介してＣＰＵ６から送られる制御データに基
づいて表示ユニット１４全体の制御を行うグラフィックコントローラ１５と、ＶＲＡＭ（
Video　RAM ）等のメモリからなり、即時表示可能な画像情報を一時的に記憶するバッフ
ァメモリ１６と、グラフィックコントローラ１５から入力される画像データに基づいて、
液晶パネル又はＣＲＴ（Cathode　Ray　Tube）等のディスプレイ１８を表示制御する表示
制御部１７と、を備えて構成されている。
【００５０】
また、音響再生ユニット１９は、ＤＶＤ－ＲＯＭドライブ１１、ＭＤドライブ１２又はＲ
ＡＭ８からバスライン９を介して送られるディジタルデータ（ナビゲーション用の音声デ
ィジタルデータ又は上記音楽情報）を後述する再生制御情報に基づいてディジタル的に加
工するＤＳＰ（Digital　Signal　Processor）２０と、加工されたデジタル音楽情報のＤ
／Ａ変換を行うＤ／Ａコンバータ２１と、Ｄ／Ａコンバータ２１から出力されるアナログ
信号を増幅する増幅器２２と、増幅されたアナログ信号を音に変換して出力するスピーカ
２３と、を備えて構成されている。なお、ＤＳＰ２０は上記再生すべき音楽情報が圧縮音
楽情報である場合、当該圧縮音楽情報を伸張する機能をも備えている。
【００５１】
ここで、ＤＶＤ－ＲＯＭドライブ１１は、複数の曲により構成される音楽情報が記録され
ているＤＶＤオーディオディスクＤＫが当該ＤＶＤ－ＲＯＭドライブ１１に装填されたと
きは、当該ＤＶＤオーディオディスクＤＫから当該各曲を復号・再生し、バスライン９を
介してＨＤドライブ２４又は音響再生ユニット１９へ出力する。
【００５２】
なお、ＤＶＤ－ＲＯＭドライブ１１はＣＤ－ＲＯＭ又は音楽情報が記録されたＣＤから当
該音楽情報を再生することも可能な互換性のあるものである。
【００５３】
一方、情報記録再生装置ＮＳにおけるナビゲーション機能発揮時には、図示しない上記Ｄ
ＶＤ－ＲＯＭディスクに記録された地図情報をＤＶＤ－ＲＯＭドライブ１１で読み出して
ディスプレイ１７上で表示する処理及び当該地図情報に対応する地図を用いた経路誘導処
理又はマップマッチング処理等を行うと共に、所定の適当なタイミングでナビゲーション
機能発揮に必要な地図情報をハードディスクＨＤに転送し格納する。
【００５４】
このとき、当該地図情報の転送は、自車位置を基準にして所定の条件に従って定められる
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領域内の各地図データブロックを対象として行われる。そして、一旦ハードディスクＨＤ
に格納された地図データは、それを削除しない限りそのまま保持され、それ以降ＤＶＤ－
ＲＯＭに代えてハードディスクＨＤからＨＤドライブ２４を介して当該地図情報を読み出
してナビゲーション機能を発揮することが可能となる。この場合には、ＤＶＤ－ＲＯＭデ
ィスクに対してより高速なアクセス（読み出し及び記録）が可能なハードディスクＨＤか
ら当該各種データを読み出すことで高速なナビゲーション機能を発揮することが可能とな
る。
【００５５】
また、ハードディスクＨＤには、ＤＶＤオーディオディスクＤＫが装填されているＤＶＤ
－ＲＯＭドライブ１１又はＭＤドライブ１２から出力された音楽情報をバスライン９を介
して記録することもできる。このとき、ハードディスクＨＤには、ナビゲーション機能に
用いられる地図情報と音楽情報の双方が記録されることとなる。
【００５６】
最後に、インターフェース２５は、ハードディスクＨＤに記録されている音楽情報におけ
る各曲に対応する後述する曲名リスト情報をバスライン９を介して取得して携帯電話ＨＯ
に出力すると共に、当該携帯電話ＨＯから入力される後述する再生制御情報をバスライン
９を介してシステムコントローラ４及び音響再生ユニット１９に出力する。
【００５７】
次に、実施形態に係る上記パソコンＰＣの構成及び動作について、図３を用いて説明する
。
【００５８】
図３に示すように、パソコンＰＣは、ＣＰＵ３０と、ディスプレイ３１と、プリンタ３２
と、インタフェース３３と、ＲＡＭ３４と、ＲＯＭ３５と、キーボード３６と、ＨＤドラ
イブ３７と、により構成されている。
【００５９】
次に、概要動作を説明する。
【００６０】
先ず、携帯電話ＨＯから送信された後述する曲名リスト情報は、アンテナＡＴ、基地局Ｂ
及び公衆回線Ｌを経由しインタフェース３３を介してＣＰＵ３０へ入力され、必要に応じ
てディスプレイ３１において表示される。
【００６１】
そして、当該表示された曲名リスト情報に基づいて後述する再生制御情報を生成するため
の入力操作がキーボード３６において行われると、当該入力操作に対応する入力信号がキ
ーボード３６からＣＰＵ３０に出力される。
【００６２】
そして、ＣＰＵ３０は、当該入力信号に対応して後述する再生制御情報を生成し、インタ
ーフェース３３、公衆回線Ｌ、基地局Ｂ、アンテナＡＴ及び携帯電話ＨＯを介して車両Ｃ
内の情報記録再生装置ＮＳに出力する。
【００６３】
このとき、当該再生制御情報を生成するために必要な制御プログラムは予めＨＤドライブ
３７内の図示しないハードディスクに記憶されており、必要に応じてＣＰＵ３０に読み出
される。
【００６４】
また、当該再生制御情報の生成の際に一時的に必要なデータ等はＲＡＭ３４又は当該ハー
ドディスクに一時的に記憶され、必要に応じて読み出される。
【００６５】
更に、例えば生成された再生制御情報の内容を確認する場合には、プリンタ３２を用いて
当該再生制御情報がプリントアウトされる。
【００６６】
次に、上記した構成を有する音楽情報再生制御システムＳにおいて授受される曲名リスト
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情報及び再生制御情報の細部構成を、本発明に係る音楽情報再生制御処理と共に図４を用
いて説明する。
【００６７】
先ず、図４（ａ）に示すように、情報記録再生装置ＮＳ内のＣＰＵ６において生成される
曲名リスト情報ＭＬは、当該ＣＰＵ６がハードディスクＨＤ内に記録されている音楽情報
に含まれている各曲に対応して生成するものであり、具体的には、当該ハードディスクＨ
Ｄ内における各曲の記録順を示す記録番号と、当該記録番号に対応した各曲の曲名と、当
該記録番号に対応した各曲のアーティスト（歌手）名と、当該記録番号に対応した各曲自
体の一部分（具体的には、いわゆる曲のサビの部分、特徴的なメロディーの部分又は各曲
の内容を識別できる程度の長さ（１乃至５秒程度）の当該曲自体である。）である曲デー
タと、により構成されている。
【００６８】
そして、当該曲名リスト情報ＭＬがハードディスクＨＤ内の曲の内容を参照してＣＰＵ６
により生成され、当該曲名リスト情報ＭＬをパソコンＰＣに送信する旨の簡易な操作が情
報記録再生装置ＮＳ内の入力装置１０において実行されると、当該曲名リスト情報ＭＬは
、バスライン９、インターフェース２５、携帯電話ＨＯ、アンテナＡＴ、基地局Ｂ、公衆
回線Ｌを介して家屋Ｈ内のパソコンＰＣに向けて送信される。これにより、家屋Ｈ内のパ
ソコンＰＣは、送信された曲名リスト情報ＭＬをインターフェース３３を介して取得して
ＨＤドライブ３７内のハードディスクに記録保存する。
【００６９】
次に、車両Ｃ内における音楽情報の再生態様を編集しようとする使用者はパソコンＰＣを
操作して記録保存されている曲名リスト情報ＭＬの編集作業（すなわち、後述する再生制
御情報ＰＲの作成作業）を実行する。
【００７０】
この場合には、ＣＰＵ３０はＨＤドライブ３７に記録保存されている当該曲名リスト情報
ＭＬを読み出してディスプレイ３１に表示する。そして、当該使用者のキーボード３６に
おける入力操作に対応して以下に示すような再生制御情報ＰＲを生成する。すなわち、車
両Ｃ内の情報記録再生装置ＮＳから送信されてきた曲名リスト情報ＭＬを、家屋Ｈ内のパ
ソコンＰＣにより編集するのである。
【００７１】
より具体的には、使用者が、曲名又はアーティスト名を使用者の所望するものに変更する
編集操作、曲の再生順序を指定する編集操作或いは再生の際のトーンを指定する編集操作
等をキーボード３６等を用いて行うと、この使用者による編集操作に基づいて、ＣＰＵ３
０は当該編集操作を反映した再生制御情報ＰＲを生成するのである。そして、生成された
再生制御情報ＰＲはＨＤドライブ３７に一時的に記録保存される。
【００７２】
なお、これらの一連の編集作業は、使用者がＨＤドライブ３７又はＲＯＭ３５内に予め格
納されている曲名リスト情報編集プログラムを用いてソフトウェア的に実行される。
【００７３】
次に、当該編集作業により生成される再生制御情報ＰＲの内容として具体的には、図４（
ｂ）に示すように、曲名リスト情報ＭＬとして送信されてきた記録番号、曲名及びアーテ
ィスト名の他に、情報記録再生装置ＮＳ内において当該音楽情報を再生する場合の各曲毎
の再生順序を示す再生番号と、当該再生の際の各曲毎のトーンを制御するためのトーンコ
ントロール情報と、が含まれている。
【００７４】
ここで、当該トーンコントロール情報は、各曲を低周波数領域（Low）、中周波数領域（M
id）及び高周波数領域（High）に分割した場合の当該各周波数領域における再生時の出力
音圧レベルを示すレベル情報を各曲毎に含んでいる。
【００７５】
なお、曲名リスト情報ＭＬに含まれて送信されてきた各曲の曲データは、再生制御情報Ｐ
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Ｒを生成する場合に各曲を識別する必要があるときにパソコンＰＣ内の図示しないスピー
カより再生・出力される。
【００７６】
そして、当該再生制御情報ＰＲが上記曲名リスト情報ＭＬを参照してＣＰＵ３０により生
成され、当該再生制御情報ＰＲを情報記録再生装置ＮＳに送信（返信）する旨の操作が使
用者によりパソコンＰＣ内のキーボード３６において実行されると、当該再生制御情報Ｐ
Ｒは、ＨＤドライブ３７から読み出され、インターフェース３３、公衆回線Ｌ、基地局Ｂ
、アンテナＡＴ及び携帯電話ＨＯを介して情報記録再生装置ＮＳ内へ送信される。このと
き、当該携帯電話ＨＯで受信された再生制御情報ＰＲはインターフェース２５を介してＨ
Ｄドライブ２４に送られハードディスクＨＤ内に記録される。
【００７７】
これにより、情報記録再生装置ＮＳ内のＣＰＵ６は、ハードディスクＨＤ内に記録されて
いる音楽情報を再生・出力する場合には、当該送信されてきた再生制御情報ＰＲをハード
ディスクＨＤから読み出してディスプレイ１８に表示する。そして使用者の再生開始指令
があると、当該再生制御情報ＰＲ内に含まれている上記再生番号に基づいた再生順序で当
該音楽情報内の各曲を再生するようにＨＤドライブ２４を制御する。
【００７８】
これにより、ＤＳＰ２０は、再生された各曲におけるトーンを再生制御情報ＰＲ内に含ま
れている上記トーンコントロール情報に基づいて制御し、Ｄ／Ａコンバータ１８、増幅器
１９及びスピーカ２０を介して車両Ｃ内に当該音楽情報を再生出力する。
【００７９】
以上説明したように、実施形態の音楽情報再生制御システムＳの動作によれば、家屋Ｈ内
に固定設置されているパソコンＰＣで生成された再生制御情報ＰＲに基づいて車両Ｃ内で
の曲の再生態様を制御するので、当該車両Ｃ内で当該再生制御情報ＰＲを生成する必要が
なく、情報記録再生装置ＮＳ自体の構成を複雑且つ高価にすることなく簡易に車両Ｃ内に
おける曲の再生態様を制御することができる。
【００８０】
また、曲リスト情報ＭＬが、当該各曲を示す曲名又は当該各曲の一部である曲データを含
むので、曲名又は曲データに基づいてパソコンＰＣにより生成された再生制御情報ＰＲに
基づいて車両Ｃ内で正確に曲の再生態様を制御することができる。
【００８１】
更に、パソコンＰＣにおいて生成された再生制御情報ＰＲにより示される再生順序に従っ
て車両Ｃ内で曲を再生するので、簡易に再生順序を制御しつつ当該車両Ｃ内で曲を再生す
ることができる。
【００８２】
更にまた、公衆回線Ｌ、基地局Ｂ及び携帯電話ＨＯ等を用いて曲リスト情報ＭＬ及び再生
制御情報ＰＲの授受を行うので、車両ＣとパソコンＰＣ間で迅速に当該曲リスト情報ＭＬ
及び再生制御情報ＰＲの授受を行うことができる。
【００８３】
なお、上述の情報記録再生装置ＮＳにおいて各曲を再生する際に、再生制御情報ＰＲに含
まれる曲名を用いて表示ユニット１２により当該再生されている曲の曲名を表示しつつ当
該再生を行うように構成してもよい。
【００８４】
この場合には、曲名を表示しつつ再生制御情報ＰＲに基づいて当該曲を再生するので、再
生されている曲名を車両Ｃ上の運転者等の搭乗者に認識させつつ当該曲を再生することが
できる。
【００８５】
また、パソコンＰＣとしては、屋内に固定設置されたものの他に、携帯型のパソコンでも
よいことは言うまでもない。この場合には、当該携帯型のパソコンにも伝送手段として携
帯電話ＨＯの接続が必要となる。
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【００８６】
（II）変形形態
次に、本発明に係る変形形態について、図５乃至図７を用いて説明する。
【００８７】
なお、図５は第１の変形形態に係る音楽情報再生制御システムの概要構成を示すブロック
図であり、図６は第２の変形形態に係る音楽情報再生制御システムの概要構成を示すブロ
ック図であり、図７は第３の変形形態に係る情報記録再生装置の概要構成を示すブロック
図である。
【００８８】
上述した実施形態においては、公衆回線Ｌ、基地局Ｂ及び携帯電話ＨＯ等を用いてパソコ
ンＰＣと車両内の情報記録再生装置ＮＳとを接続して曲リスト情報ＭＬ及び再生制御情報
ＰＲの授受を行う音楽情報再生制御システムＳについて説明したが、当該曲リスト情報Ｍ
Ｌ及び再生制御情報ＰＲの授受は、他の接続手段を用いて接続されたパソコンＰＣと情報
記録再生装置ＮＳとの間でも行うことが可能である。
【００８９】
すなわち、第１の変形形態として、図５に示す音楽情報再生制御システムＳ’のように、
基地局ＢとパソコンＰＣとの間に、公衆回線Ｌ１及びＬ２、インターネット用サーバＰ１
及びＰ２並びにインターネット回線ＩＬを介在させて当該曲リスト情報ＭＬ及び再生制御
情報ＰＲの授受を行うように構成することも可能である。
【００９０】
この場合には、当該曲リスト情報ＭＬ及び再生制御情報ＰＲを、夫々情報記録再生装置Ｎ
Ｓ及びパソコンＰＣにおいていわゆる電子メールの形態に変換してその授受を行うことと
なる。
【００９１】
更に、第２の変形形態として、図６に示す音楽情報再生制御システムＳ”のように、有線
回線及び無線回線を用いずに、磁気記録媒体である情報記録媒体としてのフレキシブルデ
ィスクＦＤや図示せぬメモリカードに当該曲リスト情報ＭＬ及び再生制御情報ＰＲを記録
し、当該フレキシブルディスクＦＤ又はメモリカードをパソコンＰＣと車両Ｃ間で授受す
ることにより曲リスト情報ＭＬ及び再生制御情報ＰＲの伝送を行うように構成することも
可能である。
【００９２】
このとき、当該フレキシブルディスクＦＤを用いて曲リスト情報ＭＬ及び再生制御情報Ｐ
Ｒの伝送を行う場合には、パソコンＰＣ及び情報記録再生装置ＮＳの双方に当該フレキシ
ブルディスクＦＤに対して曲リスト情報ＭＬ及び再生制御情報ＰＲを記録／再生すること
が可能な記録再生装置を備えさせることが必要となり、更に当該メモリカードを用いて曲
リスト情報ＭＬ及び再生制御情報ＰＲの伝送を行う場合には、パソコンＰＣ及び情報記録
再生装置ＮＳの双方に当該メモリカードに対して曲リスト情報ＭＬ及び再生制御情報ＰＲ
を記録／再生することが可能な記録再生装置（実施形態の情報記録再生装置ＮＳにおける
カードドライブ１３に相当するもの）を備えさせることが必要となる。
【００９３】
この第２の変形形態の場合には、フレキシブルディスクＦＤ又はメモリカードを用いて曲
リスト情報ＭＬ及び再生制御情報ＰＲの授受を行うので、有線回線及び無線回線を介して
行う場合に比して車両ＣとパソコンＰＣ間で正確且つ確実に曲リスト情報ＭＬ及び再生制
御情報ＰＲの授受を行うことができることとなる。
【００９４】
更にまた、第３の変形形態として、上述の車載用に構成された情報記録再生装置ＮＳの他
に、図７にそのブロック図を示す概要構成を有する携帯型の情報記録再生装置ＫＳ内に再
生制御情報ＰＲに基づいて音楽情報を再生するための構成を組み込むこともできる。
【００９５】
すなわち、図７に示すように、実施形態の情報記録再生装置ＮＳと同様のＣＰＵ６、ＲＯ
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Ｍ７及びＲＡＭ８を有するシステムコントローラ４’と、当該同様の入力装置１０、カー
ドドライブ１３、表示ユニット１４、音響再生ユニット１９、ＨＤドライブ２４及びイン
ターフェース２５と、情報記録再生装置ＮＳにおける携帯電話ＨＯと同様の曲リスト情報
ＭＬ及び再生制御情報ＰＲの送受信機能を備える送受信部２６と、により携帯型の情報記
録再生装置ＫＳを構成し、当該情報記録再生装置ＫＳと実施形態と同様のパソコンＰＣと
の間で、実施形態と同様の曲リスト情報ＭＬ及び再生制御情報ＰＲの授受を行い、これに
より、当該情報記録再生装置ＫＳにおける音楽情報の再生態様を再生制御情報ＰＲにより
制御するように構成することもできる。
【００９６】
なお、上述した実施形態又は各変形形態においては、再生制御情報ＰＲ内に再生順を示す
情報及びトーンコントロール情報を含ませる場合について説明したが、これ以外に、再生
時の再生速度又は音量を制御するための情報を含ませてもよい。
【００９７】
更に、曲リスト情報ＭＬ内に各曲のハードディスクＨＤ上の記録位置を示す記録位置情報
（具体的には、当該記録位置を示すポインタ）を各曲毎に含ませてもよい。
【００９８】
更にまた、上述した実施形態及び各変形形態においては、再生制御情報ＰＲに基づいて音
楽情報を再生するための構成を情報記録再生装置ＮＳ内に組み込んだ場合について説明し
たが、これ以外に、単独で車両Ｃ内に搭載されるいわゆるカーオーディオ装置の一部とし
て当該再生のための構成を組み込んでもよい。
【００９９】
また、上述した情報記録再生装置ＮＳ及びＫＳを、音楽情報（曲）を多数記録した外部の
音楽情報データベース（より具体的には、例えば、インターネット上に存在する種々のデ
ジタル音楽情報を格納した音楽情報サーバ）へ携帯電話ＨＯを介して接続し、使用者が所
望する曲を当該音楽情報データベースから取得（ダウンロード）してハードディスクＨＤ
に記録しておくように構成することもできる。
【０１００】
【発明の効果】
　以上説明したように、請求項１に記載の発明によれば、外部で生成された再生制御情報
に基づいて単位情報の再生態様を制御するので、オーディオ情報再生装置内で当該再生制
御情報を生成する必要がなく、簡易にオーディオ情報再生装置における単位情報の再生態
様を制御することができる。更に、各単位情報がオーディオ情報を構成する曲であると共
に、対応情報が各曲の一部である部分曲情報を含むので、部分曲情報に基づいて生成され
た再生制御情報に基づいて正確に単位情報の再生態様を制御することができ、また再生制
御情報により示される再生順序に従って単位情報を再生するので、簡易に単位情報を再生
することができる。
【０１０１】
従って、オーディオ情報再生装置自体の構成を複雑且つ高価にすることなく種々の再生態
様でオーディオ情報を再生することができる。
【０１０２】
　請求項２に記載の発明によれば、請求項１に記載の発明の効果に加えて、対応情報が、
当該各曲を示す曲名情報を含むので、曲名情報に基づいて生成された再生制御情報に基づ
いて正確に単位情報の再生態様を制御することができる。
【０１０３】
請求項３に記載の発明によれば、請求項１又は２に記載の発明の効果に加えて、再生制御
情報により示される再生順序に従って単位情報を再生するので、簡易に再生順序を制御し
つつ単位情報を再生することができる。
【０１０４】
請求項４に記載の発明によれば、請求項１から３のいずれか一項に記載の発明の効果に加
えて、単位情報の名称を表示しつつ再生制御情報に基づいて当該単位情報を再生するので
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、再生されている単位情報の名称を使用者に認識させつつ当該単位情報を再生することが
できる。
【０１０５】
請求項５に記載の発明によれば、請求項１から４のいずれか一項に記載の発明の効果に加
えて、対応情報が電気通信回線に送出されると共に、再生制御情報が電気通信回線を介し
て取得されるので、迅速に対応情報及び再生制御情報の授受を行うことができる。
【０１０６】
請求項６に記載の発明によれば、請求項１から４のいずれか一に記載の発明の効果に加え
て、対応情報が情報記録媒体に記録されて送出されると共に、再生制御情報が情報記録媒
体を介して取得されるので、正確且つ確実に対応情報及び再生制御情報の授受を行うこと
ができる。
【０１０７】
請求項７に記載の発明によれば、外部で生成された再生制御情報に基づいて単位情報の再
生態様を制御するので、移動体内で当該再生制御情報を生成する必要がなく、簡易にオー
ディオ情報再生装置における単位情報の再生態様を制御することができる。
【０１０８】
請求項８に記載の発明によれば、請求項７に記載の発明の効果に加えて、当該移動体が車
両であるので、狭い車両内で再生制御情報を生成する必要がなく、簡易に再生態様を制御
しつつ単位情報を当該車両内で再生することができる。
【０１０９】
　請求項９に記載の発明によれば、別個に構成されている生成装置で生成された再生制御
情報に基づいてオーディオ情報再生装置において単位情報の再生態様を制御するので、当
該オーディオ情報再生装置において当該再生制御情報を生成する必要がなく、簡易にオー
ディオ情報再生装置における単位情報の再生態様を制御することができる。更に、各単位
情報がオーディオ情報を構成する曲であると共に、対応情報が各曲の一部である部分曲情
報を含むので、部分曲情報に基づいて生成された再生制御情報に基づいて正確に単位情報
の再生態様を制御することができ、また再生制御情報により示される再生順序に従って単
位情報を再生するので、簡易に単位情報を再生することができる。
【０１１０】
従って、例えば移動体に備えられたオーディオ情報再生のための装置構成自体を複雑且つ
高価にすることなく、当該移動体内で種々の再生態様によりオーディオ情報を再生するこ
とができる。
【０１１１】
　請求項１０に記載の発明によれば、請求項９に記載の発明の効果に加えて、対応情報が
、当該各曲を示す曲名情報を含むので、曲名情報に基づいて生成装置により生成された再
生制御情報に基づいてオーディオ情報再生装置において正確に単位情報の再生態様を制御
することができる。
【０１１２】
請求項１１に記載の発明によれば、請求項９又は１０に記載の発明の効果に加えて、生成
装置において生成された再生制御情報により示される再生順序に従ってオーディオ情報再
生装置において単位情報を再生するので、簡易に再生順序を制御しつつ当該オーディオ情
報再生装置において単位情報を再生することができる。
【０１１３】
請求項１２に記載の発明によれば、請求項９から１１のいずれか一項に記載の発明の効果
に加えて、オーディオ情報再生装置において単位情報の名称を表示しつつ再生制御情報に
基づいて当該単位情報を再生するので、再生されている単位情報の名称をオーディオ情報
再生装置の使用者に認識させつつ当該単位情報を再生することができる。
【０１１４】
請求項１３に記載の発明によれば、請求項９から１２のいずれか一項に記載の発明の効果
に加えて、伝送手段が電気通信回線であるので、オーディオ情報再生装置と生成装置間で
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迅速に対応情報及び再生制御情報の授受を行うことができる。
【０１１５】
請求項１４に記載の発明によれば、請求項９から１２のいずれか一項に記載の発明の効果
に加えて、伝送手段が情報記録媒体であるので、オーディオ情報再生装置と生成装置間で
正確且つ確実に対応情報及び再生制御情報の授受を行うことができる。
【０１１６】
請求項１５に記載の発明によれば、請求項９から１４のいずれか一項に記載の発明の効果
に加えて、オーディオ情報再生装置が移動体に搭載されており、生成装置がパーソナルコ
ンピュータであるので、狭い移動体内で再生制御情報を生成する必要がなく、簡易に再生
態様を制御しつつ単位情報を当該移動体内で再生することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】実施形態に係る音楽情報再生制御システムの概要構成を示すブロック図である。
【図２】実施形態に係る情報記録再生装置の概要構成を示すブロック図である。
【図３】実施形態に係るパソコンの概要構成を示すブロック図である。
【図４】再生制御情報及び曲リスト情報の例を夫々示す図である。
【図５】第１の変形形態に係る音楽情報再生制御システムの概要構成を示すブロック図で
ある。
【図６】第２の変形形態に係る音楽情報再生制御システムの概要構成を示すブロック図で
ある。
【図７】第３の変形形態に係る情報記録再生装置の構成を示すブロック図である。
【符号の説明】
１…角速度センサ
２…走行距離センサ
３…ＧＰＳレシーバ
４、４’…システムコントローラ
５、２５、３３…インターフェース
６、３０…ＣＰＵ
７、３５…ＲＯＭ
８、３４…ＲＡＭ
９…バスライン
１０…入力装置
１１…ＤＶＤ－ＲＯＭドライブ
１４…表示ユニット
１５…グラフィックコントローラ
１６…バッファメモリ
１７…表示制御部
１８、３１…ディスプレイ
１９…音響再生ユニット
２０…ＤＳＰ
２１…Ｄ／Ａコンバータ
２２…増幅器
２３…スピーカ
２４、３７…ＨＤドライブ
２６…送受信部
２７…クロック発生器
３２…プリンタ
３６…キーボード
Ｓ、Ｓ’、Ｓ”…音楽情報再生制御システム
ＤＫ…ＤＶＤオーディオディスク
ＨＤ…ハードディスク
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Ｈ…家屋
ＰＣ…パソコン
ＮＳ、ＫＳ…情報記録再生装置
ＨＯ…携帯電話
Ｂ…基地局
Ｃ…車両
ＡＴ…アンテナ
Ｌ、Ｌ１、Ｌ２…公衆回線
ＩＬ…インターネット回線
Ｐ１、Ｐ２…サーバ
ＭＬ…曲リスト情報
ＰＲ…再生制御情報
ＦＤ…フレキシブルディスク

【図１】 【図２】
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